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塩基平衡を 中心に し て 一. 第 10回 ナース のた め の
人工呼吸セ ミ ナー， 1995， 6 ， 熊本.

2 )  伊藤祐輔 : 心肺蘇生法につ い て. 平成 7 年度教
職員研修 「心肺蘇生法等の応急処置研修会J ， 19 
95， 1 1 ， 富山 .

3 )  伊藤祐輔 : 心肺蘇生法につ い て . 心肺蘇生法実
技講習会 ， 1995， 1 1 ， 富山 .

4 )  伊藤祐輔 : 心肺蘇生法の理論 と 実際. 平成 7 年
度養護教諭実技講習会， 1995， 12， 富山.

⑮ 著 書
1 )  古 田 勲 : 顔面補綴. í 口 腔外科学」 佐 々 木元

賢他編， 498・505， 口 腔保健協会， 東京， 1995. 
2 )  Yamago G . ，  Iwai M. ， Kaj imura E. ， Furu­

ta 1. ， and Hada M. : Ultrasonography in 
the Diagnosis of Mass Lesion of the Head 
and Neck . Oral Oncology， A .  K. Varma， 
Mori M. ( Eds. ) 7 1 ・ 7 4 .  Macmillian India 
Limited . 1995. 

3 )  Iwai M. ，  Yao L . ，  and Furuta 1 . : Immuno­
histochemical analysis of p53 protein expre­
ssion in tongue squamous cell carcinomas . 
Oral Oncology ， A .  K. Varma， Mori M. 
( Eds . ) 1 1 5 ・ 1 1 8 ， Macmillian India Limited ， 
1995. 

4 )  Yue L : ， Iwai M . ，  Yao L . ，  and Furuta 1. : 

Clinicopathological Study of Tongue Squa­
mous Cell Carcinoma in Related to Nucleo­
lar Organizer Regions ( AgNORs ) .  Oral 
Oncology， A.  K. Varma， Mori M. ( Eds. ) 
195・ 198， Macmillian India Limited ， 1995. 

5 )  Yue L : ， Iwai M . ，  Yao L.， and Furuta 1. : 

Chemosensitivity of the Tongue Squamous 
Cell Carcinoma in Vitro . Oral Oncology， 
A.K.Varma， Mori M. ( Eds . ) 24 1 ・244 ， Mac­
millian India Limited， 1995. 

6) Yao L : ， Iwai M.， and Fur・uta 1. : Immuno­
histochemical Study on Cell Kinetics in 
Tongue Sq uamous Cell Carcinomas. Oral 
Oncology，  A .  K .  Varma， Mori M.  ( Eds. ) 
261 町264， Macmillian India Limited， 1995. 
Iwai M. ，  Yao L . ，  Yue L.， and Fur・uta 1 . ， : 
Clinicoputhological Study of Tongue Saua­
mons cell Carcinoma in nelation to P 5 3 
pnotein expression， Oral Oncology， A.K.  
Jarma， Mori M .  ( Egs ) 1 15--1 18， Macmillian 
India Limi ted . 1995. 
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⑩ 原 著
1 )  Oguchi H. ，  Ishikawa K. ，  Mizoue K . ，  Seto­

K. ， and Eguchi G. : Long-term histological 
evalution of hydroxyapatite ceramics in 
humans. Biomaterials . .  16 : 33-38. 1995 . 

2 )  Ishida T. ，  Ando H . ，  Nomura S. ， Ishikawa 
K. ， Kurauchi 0 . ，  Mizutani S . ，  Kobayashi M . ，  
Eguchi G. ，  and Tomada Y. : Estabishment 
and Characterization of Human Fetal Liver 
Epithelial Cell Line Transfected with SV 40  
T Antigen(43900 ) .  P .  S .  E .  B .  M . ，  2 09  : 25 1 ・
256 . 1995. 

3 ) 奥田泰生， 瀬戸智晴， 林 有希， 森美智子， 竹
松雅代， 佐渡忠司 : 嘱波広域圏 におけ る 高齢者歯
科 口 腔保健実態調査に関する報告. 近北歯学誌，47 : 
1 - 8 .  1995. 

4) 庚野善丈， 岩井正行， 梶村悦朗， 佐渡忠司， 古
田 勲 : 顎関節突起骨折の臨床統計的観察特 ー に
治療法 と 予後につ い て - 近北歯学誌47 . : 9 - 1 1 ，  
1995. 

5) 松原秀行， 岩井正行， 古田 勲 : 歯科 口 腔外科
における 感染症の統計的観察 一特に B 型， C 型肝
炎 ウ イ ルス感染につ い て 一. 近北歯学誌47 : 12- 1 
4， 1995. 

6 ) 吉田義弘 梶村悦朗， 米森 誠， 岩井正行， 古
田 勲 : 下顎智歯抜歯症例のオ ル ソ パ ン ト モ グ ラ
フ ィ X線写真に よ る臨床分析検討. 近北歯学誌:47 : 
17- 19， 1995. 

⑩ 学会報告
1 )挑 立， 岩井正行， 古田 勲 : 舌扇平上皮癌
における p53蛋 白 の免疫組織学的検討. 第 13 回 日
本 口 腔腫場学会， 1995， 1 ， 大阪.

2) 佐渡忠司， 伊藤重人， 笹井 昌子， 松原秀行， 岩
井正行， 古田 勲 : 全身皮下お よ び骨転移を来 し
た鼻前庭部未分化癌の一例. 第13回 日 本 口 腔腫蕩
学会， 1995， 1 ， 大阪.

3) 笹井昌 子， 佐渡忠司， 虞野善丈， 岩井正行， 古
田 勲 : 下顎骨 内 に神経線維腫 の 発 生 を 認 め た
von Recklinghausen氏病の 1 例. 第13 回 日 本 口
腔腫湯学会， 1995， 1 ， 大阪.

4 )  伊藤重人， 岩井正行， 佐渡忠司， 寺 島龍一， 古
田 勲 : 頭頚部癌患者の腫蕩随伴症候群の臨床的
検討. 第49 回 日 本 口 腔科学会総 会 ・ 学 術 大 会 ，
1995， 4 ， 岐車.

5) 佐渡忠司， 古田 勲， 石川圭子， 梶村悦朗， 岩
井正行， 杉本裕史 : 極め て 巨大 な腫癌形成を認め
た 口 蓋部色素性母斑の l 例. 第49回 日 本 口 腔科学

会総会 ・ 学術大会， 1995， 4 ， 岐阜.

6 ) 米森 誠， 上野照子， 西条寿夫， 古 田 勲， 小

野武年， 川崎通昭， 高島靖弘 : ラ ッ ト 眼窟皮質ニ ュ ー
ロ ン の匂 い応答性. 第49回 日 本 口 腔科学会総会 ・
学術大会， 1995， 4 ， 岐車.

7 )  寺 島龍一， 花房圭子， 佐渡忠司， 伊藤重人， 笹

井 昌 子 ， 岩 井 正 行 ， 古 田 勲 : True-Bone 

Ceramics ・ コ ラ ー ゲ ン複合材 の歯科 口 腔外科領

域 に おけ る臨床使用経験. 第49回 日 本 口 腔科学会
総会 ・ 学術大会， 1995， 4 ， 岐車.

8 ) 岩井正行， 挑 立， 岳 麗華， 古 田 勲 : 舌

肩平上皮癌 に お け るp53癌抑制遺伝子産物の検討.

第33回 日 本 口 腔科学会， 第21 回 (社 ) 日 本 口 腔外

科学会北 日 本地方会， 1995， 4 ， 北海道.
9 ) 岳 麗華， 岩井正行， 挑 立， 古 田 勲 : 舌

扇平上皮癌 に お け る AgNORs染色 の 臨床 的意義
に つ い て. 第33回 日 本 口 腔科学会， 第2 1 回 ( 社 )

日 本 口 腔外科学会北 日 本地方会 1995， 4 ， 北海
道.

10 ) 岩井正行， 挑 立， 岳 麗華， 古 田 勲 :

舌扇平上皮癌 にお け るp53癌抑制遺伝子産物 の検

討. 第 8 回富山癌治療懇話会， 1995， 5 ， 富山.
1 1 ) 岩井正行， 挑 立 ， 岳 麗華， 古 田 勲 :

舌扇平上皮癌 にお け るp53癌抑制遺伝子産物の発

現. 第四回 日 本頭頚部腫蕩学会， 1ω5， 6 ， 大阪.

1 2 )  佐渡忠司 ， 岩井正行， 寺 島龍一， 伊藤重人，
古 田 勲 : 軟 口 蓋 に発生 した乳頭状過形成の 1 例.
第20回 日 本 口 腔外科学会中部地方会， 1 995 ， 6 ， 

愛知.
1 3 ) 伊藤重人 ， 岩井正 行， 挑 立 ， 佐渡忠 司 ，

寺島龍一， 笹井昌 子 ， 古 田 勲 : 当科 に おけ る腺

様嚢胞癌の治療経験. 第20回 日 本 口 腔外科学会中
部地方会， 1995， 6 ， 愛知.

14)  寺島龍一， 花房圭 子 ， 佐渡忠司， 伊藤重人，
笹井昌子， 岩井正行， 古 田 勲 : 歯科用骨補填材
ボ ー ン ジ ェ ク ト の組織反応 に 関す る 実験的研究.
第20回 日 本 口 腔外科学会中部地方会， 1 995 ， 6 ， 

愛知.
15 ) Sado T. ， Ishikawa K . ，  Terashima R . ，  

and Fur・uta 1. : Histological and clinical 
evalution of hydroxyapatite implant with 
high-velocity flamespraying . Second Inter­
national Symposium on Apatite， 1 9 9 5 ，  7 ，  
Tokyo. 

1 6 )  Ishikawa K. ，  Furuta 1. ， Oguchi H. ，  Seto 
K . ，  and Eguchi G . : Improvement of Bio-
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compatibility of Hydroxyapatite Material 
by Biomecahnical Modification of its Sur­
face. Second International Symposium on 
ApatitE?， 1995 ， 7 ，  Tokyo . 

1 7 ) 佐渡忠司， 寺 島龍一， 石 川 圭 子 ， 古 田 勲 :
高 速 フ レ ー ム 溶 射型 ア パ タ イ ト イ ン プ ラ ン ト
(PTHイ ン プラ ン ト ) の臨床的有用性 に関す る 検
討. 第25回 日 本 口 腔 イ ン プラ ン ト 学会総会， 1995， 
7 ， 福岡.

18 ) 根津和雄， 鹿野善丈， 石 川 圭子 ， 寺島龍一
岩井正行， 古 田 勲 : 先 天性第 四因子欠乏性患
者 の抜歯経験. 第49回北陸医学会， 第15回臨床 口
腔外科分科会， 1995， 9 ， 石川.

19 ) 池田 昌平， 山河 ガ ブ リ エ ラ ， 佐渡忠司， 岩井
正行， 古田 勲 : 顎骨病変 に対す る ト レパ ン バ 一
生検法の検討. 第49回北陸医学会， 第15回臨床 口
腔外科分科会， 1995， 9 ， 石川.

20 ) 小杉弘美， 笹井 昌 子 ， 吉 田 義弘， 米森 誠，
岩井正行， 古田 勲 : 歯根嚢胞 に併発 した上顎洞
内骨腫の l 例. 第49回北陸医学会， 第15回臨床 口
腔外科分科会， 1995， 9 ， 石川 .

21 ) 石井義人， 伊藤重人， 挑 立， 岳 麗華，
岩井正行， 古田 勲 : 術前化学放射線療法が奏功
し た 口腔癌症例の検討. 第49回北陸医学会， 第15
回臨床 口 腔外科分科会， 1995， 9 ， 石川.

22 ) Iwai M. ，  Furuta 1 . ，  and Terashima R.  : 
Effectiveness of chemoradiotherapy con­
taining CBDCA / CDDP for squamous cell 
carcinoma of oral cavity. 4th International 
Congress on Oral Cancer， 1995 ， 9， Gifu. 

23 ) Itoh S . ，  Iwai M. ，  Terashima R . ，  Sado T . ，  
and Furuta 1. : Paraneoplastic syndromes 
in patients with head and neck cancer. 4th 
International Congress on Oral Cancer， 
1995， 9 ，  Gifu. 

24 ) Yamago G. ， Iwai M. ，  Kajimura E . ，  
Hada M. ，  and Fur・uta 1. : Ultrasound in the 
diagnosis of mass lesion of the head and 
neck. 4 th International Congress on Oral 
Cancer， 1995， 9， Gifu. 

25 ) Iwai M. ，  Yao L. ， Yue L . ，  and Furuta 1. : 
Clinicopathological study of tongue squa­
mous cell carcinoma in relation to p 5 3 
protein expression. 4 th International Con­
gress on Oral Cancer ， 1995 ， 9 ，  Gifu. 

26 ) Yue L . ，  Iwai M. ，  and Furuta 1. : Nuclear 
organlzer reglOns in tongue sq uamous cell 

carcinoma -comparison with clinicopatho­
logical classification and prognosos. 4 th 
International Congress on Oral Cancer ， 
1995， 9 ，  Gifu . 

27 ) Yao L. ， Iwai M. ， Yue L . ，  and Fur・uta 1. : 

Immunohistochemical study on cellular 
kinetics in tongue squamous cell carcinoma. 
4th International Congress on Oral Cancer， 
1 995 ， 9 ，  Gifu. 
28 )Yue L . ，  Iwai M. ， and Furuta 1 . : In vitro 
chemosensitity of the tongue squamous 
cell carcinoma cell line. 4 th International 
Congress on Oral Cancer， 1995， 9， Gifu. 

29 ) Sado T. ， and Morikawa M . ，  Furuta 1. : 
New implant application for epithesis . 4 th 
International Congress on Oral Cancer ， 
1995， 9， Gifu. 

30 ) Sasai S. ， Sado T. ， Morikawa M. ，  Iwai 
M . ，  and Furuta 1. : Magnet attachment 
denture for surgical defect. 4 th Inter・圃
national Congress on Oral Cancer， 1995 ， 9 ，  
Gifu . 

3 1 ) 吉 田 義弘 古田 勲， 伊藤重人， 米森 誠 :

ク モ膜下出血症例 に偶発 陳旧化 した顎関節脱臼
の治験例. 第40回 日 本 口 腔外科学会総会， 1995 ， 
10 ， 東京.

32 ) 石川圭子， 古 田 勲， 尾 口 仁志 ， 瀬戸焼ー，
江 口 吾朗 : 表面修飾 に よ る ヒ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト
生体親和性の改良. 第40回 日 本 口腔外科学会総会，
1995， 10， 東京

33 ) 佐渡忠司 ， 笹井 昌 子 ， 寺 島龍一， 石 川 圭 子 ，
古田 勲 : 顎顔面外科領域におけ る高速フ レ ー ム
溶射型 ア パ タ イ ト イ ン プ ラ ン ト ( PTH イ ン プ ラ
ン ト ) の臨床応用. 第40回 日 本口腔外科学会総会，
1995， 10， 東京.

34 ) 寺 島龍一， 伊藤重人， 笹井 昌 子 ， 岩井正 行，
古田 勲 : 精神障害を伴い特異な経過をた ど っ た
腺様嚢胞癌の 1 例. 第40回 日 本 口腔外科学会総会，
1995， 10 ， 東京

35 ) 寺島龍一， 古 田 勲， 佐渡忠司 ， 森川正俊，
小林 信 : イ ン プ ラ ン ト を併用 した 口 腔癌治療 シ
ス テ ム の検討. 日 本 口 腔 イ ン プラ ン ト 学会第15回
近畿北陸支部総会， 1995， 1 1 ， 石川.

36 ) 石川圭子 ， 古 田 勲， 佐渡忠司 ， 尾 口 仁志，
江 口 吾朗 : 表面修飾 に よ る ヒ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト
生体親和性改良 の た めの生物学的 ア プ ロ ー チ. 日
本 口 腔イ ン プラ ン ト 学会第15回近畿北陸支部総会，
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1995， 1 1 ， 石川.
37 ) 佐渡忠司， 寺 島龍一， 石 川 圭 子 ， 古 田 勲 :

高速フ レ ー ム溶射法 ア パ タ イ ト イ ン プ ラ ン ト の基
礎的並びに臨床的検討. 日 本 口 腔 イ ン プラ ン ト 学
会第15田近畿北陸支部総会， 1995， 1 1 ， 石川.

38 ) 贋野善丈， 佐渡忠司， 岩井正 行， 古 田 勲 :
関節突起骨折を併発 し， 唆合再建 に苦慮 し た 顎変
形症の一例. 第38回 日 本 口 腔科学会中部地方会，
1995， 1 1 ， 岐阜

39 ) 池 田 昌 平， 佐渡忠司， 岩井正行， 古 田 勲 :
顎骨病変 の診断に用 いた ト レパ ンバ-骨生検法の
有用性. 第38回 日 本 口 腔科学会中部地方会， 1995， 
1 1 ， 岐阜.

40 ) 虞野善丈， 吉 田 義弘， 佐渡忠司 ， 森 川 正俊 ，
古田 勲 : 口腔癌患者のオー ラ ル リ ハ ビ リ テ ー シ ョ
ン に おけ る磁性ア タ ッ チ メ ン ト の有用性に関す る
検討 -特に イ ン プラ ン ト 療法 と の併用 について
第 5 回 日 本磁気歯科学会学術大会， 1995， 12 ， 徳
島.

⑩ そ の 他
1 )  岩井正行， 古田 勲 : 高度浸潤 口 腔癌の臨床病

理学的検討 と 術前複合療法 の意義. び漫性浸潤
( 4  C ，  4 D ) 口 腔癌に関す る サテ ラ イ ト セ ミ ナー，
26-36. 1994. 

2 )  古田 勲 : 外科的矯正治療 ー よ り よ い治療を行
う た めの診断 と 治療方針の設定につ い て - 第10
回 甲北信越矯正歯科学会記念大会， 1995， 7 ， 新
潟.

臨 床 検 査 医 学

教 授
助 教 授

棲 川 信 男
新 谷 憲 治

⑮ 著 書
1 )  楼川信男 : 加味帰牌湯 最近の臨床報告. 1漢

方製剤の知識J ， 161 - 163， 薬事新報社， 1995. 
2) 樫川信男 : I T P に対す る 加味帰牌湯の臨床効

果. 1 日 本漢方治療 シ ンポジ ウ ム講演集J ， 8 ・15，
メ ジ カ ル ト リ ビ ュ ー ン， 1995. 

3 )  楼川信男 : 毛細血管抵抗試験， 出血時間， 血小
板機能， 部 分 ト ロ ン ボ プ ラ ス チ ン 時間 ( PTT • 
APTT) . 1正常値 と 異常値の問ー そ の判定 と 対
策 - (第 4 版 ) J 河合 忠編， 1 23 ・ 132 ， 中外医

学社， 1995. 
4 )  棲川信男 : 活性化部分 ト ロ ンボプラ ス チ ン時間，

プ ロ ト ロ ン ビ ン時間， ト ロ ン ボ テ ス ト ， ヘ ノ プラ
ス チ ンテ ス ト ， ト ロ ン ビ ン時間. 1臨床検査 ガ イ
ド」 大久保昭行編 634・644， 文光堂， 1995. 

5 )  棲川信男 : 血管性紫斑病. 11996今 日 の治療方
針」 石井 明 他編， 51 1・512， 医学書院， 1996. 

6 )  楼川信男 : カ ル シ ウ ム 措抗薬 と 血液凝固障害.
「 こ の薬 の こ の副作用」 松 田重三編， 68・69， 医歯
薬 出版株式会社， 1995. 

7 )  新谷憲治 : 抗 ト ロ ン ビ ン薬 と 出血. 1 こ の薬の
こ の副作用」 松 田 重三編， 1 1 2 - 1 15 ， 医歯薬 出 版
株式会社， 1995. 

8 )  Sakuragawa N . ，  Niiya K . ，  Hayakawa Y. ，  
and Ozawa T. : Protein Kinase activity-de­
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